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【はじめに】ベンゼン誘導体からなるダイマーイオンは,主として電荷共鳴 (CR)あるい
は水素結合相互作用のいずれかにより安定化する。例えば,[C6H6]2+'[C6H5CH3~C6H6]+では
前者が,[C6H50H]2+,[C6H5M2~C6H6]+では後者が支配的であることが示されている。本研究
で は,ベン ジ ル ア ル コ ー ル (C6H5CH20H)を含 む ダ イ マ ー イ オ ン ([C6H5CH20H~Ar]+,
[C6H5CH20H~C6H6]+,[C6H5CH20H]2+)にお いて,どち らの分子 間相 互作用 が優 勢で あ るか に
つ いて明 らか にす る。
【実験】イオンビームガイド型の光解離分光装置を用いて,赤外領域 (310卜3800 cm・)の
振動スペクトルを測定した。また,飛行時間質量選別法を利用した光解離分光装置を用いて,
近赤外領域 (750-1400 nm)の電子スペクトルを測定した.
【結果と考察】図1に[c6H5CH20H~C6H6]+および[c H5CH20H]2+のO 伸縮振動領域のスペクト
ル を示す.[C6H5CH20H~C6H6]+にお いては,3662 cm・付近 にシャープなバ ン ドが観測 された。
この振動数は,[C6H5CH20H Ar]+の光解離スペクトルにより得られた[C6H5CH20H]+のOH伸縮
振動数とほぼ一致しており,ベンジルアルコールのOH基は,ベンゼンのπ電子と相互作用し
ていないことを示している。一方,[C6H5CH20H]2+のスペクトルにはoH伸縮バンドは観測さ
れなかった。図2に[c6H5CH20H~C6鴫]+および[C6H5CH20H]2+の電子スペク トルを示す。縦軸
は[C6H6]2+の吸収極大 (920 nm)に対する相対断面積を示している。[C6H5CH20H~C6H6]+にお
いては,950 nm付近にcR相互作用に基づく吸収帯が観測された。しかし,[C6H5CH20H]2+の
CR吸収帯は観測されなかった。これらの結果から,[C6H6~C6H5CH20H]+では,ベンジルアル
コールとベンゼンは水素結合してお らず,CR相互作用が支配的であるといえる。また ,
IC6H5CH20H]2+においては,水素結合相互作用が支配的であると考えられる。
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